
 

番号  氏名 

2018 年 第 1 回 前半 4 問は 2 点, 後半 3 問は 4 点, 

 
計算過程を欄外に書くこと。単位と符号（+-）を書き忘れないように—間違えると 1 点ずつ減点。 

          軸力、応力度、ひずみ度，変形は，引張を正とする。 

 

AB 間の軸力  AB 間の応力度 

 

 

 

 

 

AB 間のひずみ度  AB 間の変形 

 

 

 

 

 

BC 間の軸力（式） 

NBC= 

 BC 間の応力度（式） 

BC= 

 

 

 

 

 

BC 間の材料強度は 8 N/mm2である。BC 間が破壊するときの P の大きさは? 

 



 

2018 年 4 月 23 日 構造デザイン学 2 第 2 回（期末試験の予備日：4/30, 16:30-18:00 ?） 

番号  氏名 

 

1. 支点 A でトラスが床から受ける反力を計算せよ（右向き，上向

きを正とする）（各 3 点） 

水平反力  鉛直反力(計算式も書くこと) 

 

2. 部材 BC に生じる軸力を計算しなさい（引張を正とする。説明図・計算式も書くこと）（6 点） 

 

  

3. ある部材の座屈強度が 40 kN であった。同じ断面で長さを 1/2 倍にすると座屈強度は   kN となる。（4 点） 

 

  
4. 上記トラスの A 点に下向きの荷重 60 N を加えた。AB の軸力を計算しなさい（計算式も書くこと）（4 点） 

 



 

構造デザイン学  2018 年 5 月 7 日  計算過程を書くこと。単位と符号（+-）を間違えると 1 点ずつ減点 

番号  氏名 

 

(5+5 点) 

 

 

梁の内部に生じる引張力の最大値を計算しなさい(5 点)。 

 

 

 

 

 

 



 

2018 年 5 月 14 日 構造デザイン学 計算過程を欄外に書くこと。 

番号  氏名 

 

 

梁の変形（概略図）を描きなさい。（5 点） 

 

 

 



 

2018 年 5 月 21 日 構造力学 1 計算過程を書くこと。 

番号  氏名 

1. 下図の梁のせん断力と曲げモーメント図を描きなさい。（8 点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 図 2 の梁の固定端での応力度分布を描きなさい。（4 点） 

 

 

3. 図 2 の梁の固定端での曲率を計算しなさい。ヤング係数は E とする。（4 点） 

 

 

4. 図 2 の梁の固定端でのひずみ度分布を描きなさい。ヤング係数は E とする。（4 点） 

 



 

構造力学 1 2018 年 5 月 28 日 計算過程を書くこと 

番号  氏名 

  

1. 図(a)の柱について，先端の変位を計算しなさい。ヤング係数を E とする。（2 点） 

 

 

2. 図(b)の柱について，先端と A 点のたわみを計算しなさい。ヤング係数を E とする。（2 点×2） 

 

 

 

 

3. 図(c)の柱について，荷重点のたわみと傾きを計算しなさい。（2 点×2） 

 

 

 

4. 図(c)の柱について，先端のたわみを計算しなさい。（2 点） 

 

 

 

5. 図(d)の柱の先端の反力を計算し Q, M 図を描きなさい。また概略の変形を右下に描きなさい。(2 点×4) 

 



 

構造力学 2018 年 6 月 4 日 

番号  氏名 

1. A, B 点の反力と荷重点のたわみを計算しなさい。ヤング係数は E とする。 (2+2+2 点) 

 

 

 

 

2. A, C 点の反力と B 点の曲げモーメントを計算し，Q 図と M 図を描きなさい。 (2+2+2+2+2=10 点) 

 

 

 

 

 

3.  概略の変形を描きなさい。(4 点) 

 

 

 



 

 

1.  A, B 点の反力と荷重点のたわみを計算しなさい。ヤング係数は E とする。 (2+2+2 点) 

 

反力 P/4,  

荷重点のたわみ：長さ 10L D の片持ち梁が P/4 の力を受けた時のたわみに等しい。
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2.  A, C 点の反力と B 点の曲げモーメントを計算し，Q 図と M 図を描きなさい。 (2+2+2+2+2=10 点) 

 

3
8 6 kN

4AR     
1

8 2 kN
4CR     2 2 4 kN.mBM     



 

構造力学 2018 年 6 月 11 日 

番号  氏名 

1. 右の断面の下端からの距離を y として断面一次モーメント   dAy を計算しなさい。(5 点) 

 

 

 

 

 

 

2. 上の断面について，中立軸位置 y0を計算しなさい。(5 点) 

 

 

 

 

 

 

 

3. 下の断面の一点鎖線まわりの断面二次モーメントと断面係数を計算しなさい。(5 点) 

 

 

 

4. 上の断面に一点鎖線まわりの曲げモーメントを加えたとき生じる応力度分布を斜めから図示しなさい。(5 点) 

 

 



 

構造力学 2018 年 6 月 18 日 

番号  氏名 

1. 下図の梁で左端から 8a の位置で曲げモーメントによって生じる応力度を計算し，斜めから描きなさい。 (4 点) 

 
2.  T と dT の大きさを計算しなさい。(4 点) 

 

 

 

 

 

3.  AA’断面のせん断力を計算しなさい。(4 点) 

 

 

 

4. AA’断面のせん断応力度を計算しなさい。(4 点) 

 

 

 

 

 

5. 右の断面が上下方向のせん断力を受ける時のせん断応力度分布を斜めから描きなさい。数値不要。(4 点) 

 



 

構造力学 2018 年 6 月 25 日 

番号  氏名 

1. 支点 A, B の反力を計算しなさい。(2 点) 

 
2. 上記の Q, M 図を描きなさい。(2+2 点)  

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  固定端の A, B に生じる応力度を計算し，固定端の応力度分布を斜めから描きなさい。 (2+2+2 点) 

 

 

 

 

4. 上記，加力点の水平変位と鉛直変位を計算しなさい。(4+4 点) 



 

構造力学 2018 年 7 月 2 日 

番号  氏名 

1. 下の構造物の M 図と概略の変形を描きなさい。(3+3 点) 

 
 

 

2. 上の構造物の A 点の回転角を計算しなさい。(4 点) 

 

 

 

3. 下の構造物の A, B 点の鉛直反力を計算しなさい。上向きを正とする。Q, M 図と概略の変形を描きなさい。(2 点×5) 

 

 

 

 



 

構造力学 2018 年 7 月 9 日 余白に計算過程を書くこと（8/6 は期末試験@5221。都合が悪い人は 8/3。電卓使用可。追試なし。） 

番号  氏名 

1.  下記の構造物の反力，Q 図，M 図，概略の変形を描きなさい。（2+2+3+3=10 点） 

 

 

 

 

 

2.  下記の構造物の反力，Q 図，M 図，概略の変形を描きなさい。（2+2+3+3=10 点） 

 

 

 

 

 



 

構造力学 2018 年 7 月 30 日 余白に計算過程を書くこと（8/6 は期末試験@5221。都合が悪い人は 8/3。電卓使用可。追試なし。） 

番号  氏名 

1.  下記 A 点の曲げモーメントを計算し，Q, M 図を描きなさい。ただし，A 点と B 点の曲げモーメントは等し

く，C 点の曲げモーメントは B 点の 1/2 とする。ヒント：分布荷重を受ける長さ L の単純梁の最大曲げモーメン

トは 2 /8wL  (3+3+2+2=10 点) 

      
 

  

 

 

 

 

 

2. 下記 A 点の曲げモーメントを計算し，Q, M 図を描きなさい。ただし，A 点と B 点の曲げモーメントは等しく，

C 点の曲げモーメントは B 点の 1/2 とする。(3+3+2+2=10 点) 

 
 

 

 

 

 

 



 

期末試験 2018 年 8 月（電卓使用可。追試なし。余白に計算過程を書くこと。）24+12+9+17=52 点 

番号 氏名 

1. Wright 設計の落水荘は大きな片持ち梁で有名だが，1939 年の建設直後からたわみとひび割れに悩まされ，2002 年の大改修で解決した。 

   

(1-1) 実際の建物は図 a の構造であるが，これを図 b のように単純化して，反力，Q, M を描きなさい(3x1=3 点)。 

 

 

 

(1-2) 図 c のように単純化して，反力，Q, M, 変形を描きなさい(3x1+2=5 点)。 

  

 

(1-3) 図 c において，梁の曲げ剛性を EI, A 点の回転角をθとして B 点の回転角とたわみを計算しなさい。ただし，長さ L の片持ち梁の先端

に荷重 P が加わるときの先端のたわみは PL3/(3EI), 回転角は PL2/(2EI)である。(3+3=6 点)→解答は 2 枚目の裏へ 

 

2-1  下記のトラスが支点 A, D で床から受ける鉛直反力を計算しなさい（上向きを正とする）（3+3=6 点）→解答は 2 枚目の裏へ 

  

2-2  部材 BC に生じる軸力を計算しなさい（引張を正とする）。また，材料の強度を 500 N/mm2として，部材 BC に必要な断面積を計算しな

さい。（3+3=6 点）→解答は 2 枚目の裏へ 

 

3 A, B 点の反力と荷重点のたわみを計算しなさい。ヤング係数は E とする。 (3+3+3=9 点) 

 

4 下の構造物の Q, M 図と概略の変形を描きなさい(3x3=9 点)。また，2 枚目の裏で，加力点の水平・鉛直変位を計算しなさい(4x2=8 点)。 

 

       



 

番号 計算過程も書くこと 氏名 10+8+12+6+12=48 点 

5 下の断面について中立軸位置 y0を計算しなさい。また，この断面に曲げモーメント，せん断力を加えた時の垂直応力度とせん断応力度の

分布を真横と斜めから見て描きなさい。(4+3+3=10 点) →解答は 1 枚目の裏へ 

 

6 A, B 点に生じる応力度を計算し，固定端の応力度の分布を真横と斜めから図示しなさい。圧縮・引張を明記すること。(4+4=8 点) 

 →解答は 1 枚目の裏へ 

7 下の構造物の Q, M 図を描きなさい。 (3 点 x4=12 点) 

 

 

8. 上の構造物の 1 階と 2 階の層間変形を計算しなさい。(3+3=6 点) →解答は 1 枚目の裏へ 

 

9  A 点の曲げモーメントを計算し，Q, M 図を描きなさい。ただし，A 点と B 点の曲げモーメントは等しく，C 点の曲げモーメントは B 点

の 1/2 とする。ヒント：分布荷重を受ける長さ L の単純梁の最大曲げモーメントは 2 /8wL  (3x4=12 点) 

 
 

 

 


